
広報 にっこう ２

　
市
は
、
保
有
し
管
理
運
営
を
し
て
い
る

公
共
施
設（
建
築
物
）に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、

「
日
光
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白

書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
白
書
は
各
総
合
支
所
・
支
所
・
出

張
所
で
閲
覧
で
き
る
他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

愚

更
新
問
題
と
は

　
今
後
、
市
の
人
口
が
減
少
し
て
い
く
一

方
で
、
公
共
施
設
が
老
朽
化
し
、
施
設
の

維
持
費
用（
改
修
・
更
新
費
用
な
ど
）が
増

大
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
施
設
の
更
新
時

期
が
集
中
し
、
財
政
状
況
を
圧
迫
し
ま
す
。

　
こ
れ
が
「
公
共
施
設
の
更
新
問
題
」
で

あ
り
、
全
国
的
に
自
治
体
共
通
の
課
題
と
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行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
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市
は
、
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
行
政
経
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
と
行
政
評
価
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
っ
て
い

ま
す
。

　
特
に
日

光
市
は
、

多
く
の
公

共
施
設
を

抱
え
て
い

ま
す
。
下

表
の
と
お

り
、
市
民

一
人
当
た
り
の
公
共
施
設
延
床
面
積
が
、

全
国
の
自
治
体
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

愚

こ
の
ま
ま
で
は
…

　
総
務
省
の
試
算
ソ
フ
ト
に
よ
れ
ば
、
現

在
市
が
保
有
す
る
多
く
の
公
共
施
設（
イ

ン
フ
ラ
資
産
を
含
む
）を
今
後
　
年
間
に

４０

わ
た
り
良
好
に
維
持
管
理
す
る
た
め
に
は
、

現
在
の
　
倍
の
予
算
が
必
要
で
す
。

１.５

　
し
か
し
、
現
在
の
予
算
の
財
源
は
、
合

併
特
例
債
な
ど
合
併
に
伴
う
財
政
支
援
措

置
に
依
存
し
て
い
る
部
分
が
多
く
、
財
政

支
援
措
置
の
終
了
後
は
、
人
口
減
少
に
よ

る
市
税
収
入
の
減
収
や
少
子
高
齢
化
に
伴

う
扶
助
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
ま
す
ま

す
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ
る
事
に
な

り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
公
共
施
設
を
現
在

の
規
模
で
維
持
管
理
し
て
い
こ
う
と
す
る

と
、
本
当
に
必
要
と
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま

せ
ん
。

愚

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
を

　
策
定
し
ま
す

　
こ
の
た
め
、
従
来
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
だ
け
で
な
く
、
公
共
施
設
の
適
正

な
規
模
と
あ
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
白
書
を
活
用
し
、
公
共
施
設

表：人口１人当たりの公共施設
　　延床面積の比較（２０１０年現在）

（㎡／人）区分
５．４７日光市

３．４２全国平均

３．４０
人口８～９万人
自治体平均

３．７１県内市平均
※市および東洋大学ＰＰＰ研究セン
　ターによるデータ

図：市の人口推移予測グラフを
通
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課
題

を
さ
ら
に
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
、
効

率
的
・
効
果
的
な
市
政
経
営
を
実
現
す
る

た
め
、
今
後
、
公
共
施
設
の
基
本
方
針
・

保
全
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
平
成

　
年
度
を
目
標
に
、
公
共
施
設
の
再
編
計

２７画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

く
わ
し
く
は
　
行
政
改
革
課
　
緯（
　
）
７
７
２
２

２５

２０１３年３月号３

　
市
は
、
事
業
に
つ
い
て
評
価
検
証
し
、

見
直
し
を
行
う
た
め
に
、
毎
年
度
職
員
自

ら
が
事
務
事
業
評
価（
過
年
度
の
事
務
事

業
に
関
し
て
の
行
政
評
価
）を
行
っ
て
い

ま
す
。
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

（
評
価
内
容
）を
全
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

愚

市
民
評
価
の
実
施

　
職
員
が
実
施
し
た
事
務
事
業
評
価
に
対

し
、
市
民
の
視
点
か
ら
の
評
価
や
意
見
を

直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
よ
り
市
民

ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
行
政
評
価
と
す
る
た
め
、

公
開
に
よ
る
市
民
評
価
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
　
市
民
評
価
の
主
な
意
見
お
よ
び
対
応
方

針
な
ど
に
つ
い
て
は
、
下
表
の
と
お
り
で

す
。

愚

行
政
評
価
市
民
委
員
の
声

愚

　
今
回
、
市
民
委
員
と
し
て
行
政
評
価
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
業
に
対
し
て
は
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

の
「
満
足
」
「
や
や
満
足
」
が
着
実
に
上

昇
し
て
い
る
よ
う
に
、
真
摯
な
取
り
組
み

と
成
果
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
委
員
会
の
質
疑
応
答
で
感
じ
た
こ
と
は
、

市
職
員
が
目
的
の
た
め
努
力
し
た
成
果
が

市
民
に
見
え
づ
ら
い
と
い
う
点
で
す
。
広

報
紙
で
財
政
状
況
な
ど
が
開
示
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
進
ん
だ
「
見
え
る
化
」

を
工
夫
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
日
光
市
は
、
他
の
市
町
村
に
先
駆
け
て

行
政
評
価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

よ
り
活
発
化
さ
せ
る
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ

を
行
政
に
反
映
で
き
る
協
働
の
仕
組
み
の

構
築
が
必
要
と
感
じ
ま
す
。
市
の
総
合
計

画
も
、
平
成
　
年
度
か
ら
後
期
基
本
計
画

２４

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
日
光
を
創

造
す
る
「
日
光
創
新
」
で
、
安
心
で
住
み

や
す
い
日
光
市
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

行政評価市民委員

 稲  垣 
いな がき

 保  男 さん
やす お

主 な 意主 な 意 見見 対 応 方対 応 方 針針

表：市民評価の主な意見および対応方針

※この他に、食の産業都市推進事業、介護支援ボランティア活動事業費など、全１１事務事業の市民

評価を実施しました。詳細は、市ホームページで確認できます。

閣

体験交流型観光推進事業（ツール・ド・ＮＩＫＫＯ）

焔周知不足。全国レベルの周知方法や周

知メディアを再考すべき。

焔他で行われている同様の大会との差別

化を図り、大会の独自性を出すべき。

焔平成２５年度の開催に当たり、現在の周知方法

　に加え、全国レベルの周知方法について研究

　し、より効果的な周知を実施。

焔日光の自然を生かしたコースの実現や、地元

　素材をアピールするなど、食の魅力と観光を

　結びつけた観光振興の充実を図る。

文化財保存整備費

閣
焔歴史的価値のある文化財についての情

報収集・発掘に早急に努めて欲しい。

焔非常に大切な事業であり、さらに充実

されることに期待。地道な普及活動を

継続して欲しい。

焔将来の指定文化財候補を発掘するため、文化

財保護審議会、文化財専門調査委員会などを

活用し、調査の充実を図る。

焔歴史民俗資料館をリニューアルし、文化財に

関する情報発信を強化する。

　
行
政
評
価
の
実
施
状
況

【
市
民
評
価
の
概
要
】

焔
日
時
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成
　
年
８
月
　
日（
日
）
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午
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９
時
　
分
～
午
後
５
時

３０

焔
場
所
　
大
沢
公
民
館

焔
対
象
　
　
事
業

１１

焔
市
民
委
員
会
構
成

　
　
　
　
公
募
委
員
３
名
・
各
種
団
体
代

　
　
　
　
表
６
名
・
進
行
担
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都

　
　
　
　
宮
大
学
教
授
）２
名


